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【平成20年度・後期・ミクロ経済学II・期末のための追加問題】
· 期末のための追加問題です。

· 期末試験は、必須問題2問のほかに、これら4問のうち3問を期末で出題します。試験ではそのうち1問を選択して解答してください。

【A-1】ある小さな町の劇場では、高齢者の価格と普通の大人の価格を価格差別している。これら２つの需要者のグループが次のような需要曲線に面しており、この劇場の限界収入関数がMC=Q＋6　で与えられているとすると、この劇場が利潤最大化するために、どのようにそれぞれのグループに価格設定するか、計算し、グラフを使って説明しなさい。

普通の大人の逆需要曲線：　　PA＝20－QA
高齢者の逆需要曲線：
　　PS＝20－４QS
【A－２】自然独占の市場について次の問いに答えなさい。
(1) 自然独占となっている市場の例を挙げなさい。

(2) 費用曲線の立場から、自然独占の市場の特徴を述べなさい。

(3) 自然独占の市場を独占企業に任せ、規制を行わない場合の帰結と問題点を図を使って説明しなさい。

(4) 限界費用＝需要となる点で生産するように規制した場合の利点と問題点を述べなさい。

(5) 平均費用＝需要となる点で生産するように規制した場合の利点と問題点を述べなさい。
【A－３】独占的競争市場について次の問いに答えなさい。

（1） 独占的競争市場となっているような財はどのような財か例を挙げなさい。

（2） 需要関数の立場から、独占的競争市場の特徴を述べなさい。

（3） 独占的競争市場で生産する企業が正の利潤を上げている状況を作図し、この企業の生産高と財に対する価格レベルを図に示しなさい。

（4） （3）の状況の企業が長期にはどのような状態になるか作図し、どのようにそこにいたるのか、またそのときの生産高、価格、利潤のレベルについて、図を用いながら説明しなさい。

【A－4】ある財が複占市場において取引され、次のように市場の逆需要関数と企業A,企業Bの二つの企業の需要関数と費用関数が与えられている。このとき、後の問いに答えなさい。

市場の逆需要関数：P＝20－Q


企業Aの需要関数：qA=５－2P


企業Bの需要関数：qB=－4P

企業Aの総費用関数：TCA=4qA

企業Bの総費用関数：TCB=qB
ただし、Qは市場全体の需要、qAは企業Aの直面する需要、qBは企業Bの直面する需要を表し、Pは市場における財の価格である。

（1） ナッシュ行動とはどのような行動か？複占モデルの文脈で答えなさい。

（2） これらの企業が市場で直面する需要が相互に依存することを示しなさい。

（3） これらの企業の利潤関数を示しなさい。

（4） （3）の利潤関数より、各企業がナッシュ行動に基づいて利潤最大化するときの一階の条件を求めなさい。

（5） （４）より、各企業の反応関数を求め、これらをグラフに示しなさい。

（6） クールノー均衡（すなわち、二つの反応関数の交点）を求めなさい。
